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編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す

令
和
七
年　

猛
暑

昭和２２年４月２２日　米空軍写真班撮影

　

原
爆
投
下
直
後
、
爆
心
地
か
ら
約
二
キ
ロ
に
位
置
す
る
当
山

は
、
先
ず
爆
風
で
全
て
の
建
造
物
が
倒
壊
し
、
間
も
な
く
饒
津

神
社
に
隣
接
し
て
い
る
茶
室
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、
廊
下
づ

た
い
に
燃
え
広
が
っ
て
三
時
間
あ
ま
り
で
ほ
ぼ
焼
き
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。僅
か
に
離
れ
た
場
所
に
あ
っ
た
仁
王
門
と
義
士
堂
は
、

崩
れ
落
ち
た
も
の
の
焼
失
を
免
れ
ま
し
た
。
仁
王
像
と
赤
穂
義

士
木
像
は
か
な
り
傷
み
ま
し
た
が
、
後
に
仮
安
置
所
へ
と
運
ば

れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
住
職
が
常
駐
し
て
お
ら
ず
、
宮
島
大
聖
院
座
主
吉
田

恵
光
が
兼
務
し
て
い
て
、
年
に
数
回
の
行
事
の
み
に
来
寺
し
て

執
行
し
て
お
り
ま
し
た
。
内
室
晴
子
の
養
父
母
八
木
市
蔵
・
つ

る
夫
妻
が
留
守
居
と
し
て
、
寺
男
・
女
中
・
書
生
と
共
に
暮
ら

し
て
お
り
ま
し
た
が
命
か
ら
が
ら
逃
げ
出
し
た
と
伝
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
を
恵
光
の
弟
子
堀
岡
智
明
が
住
職
に
就
き
幼

稚
園
保
育
園
の
運
営
を
復
興
の
柱
と
考
え
ま
し
た
が
、
計
画
通

り
進
ま
ず
志
半
ば
で
多
額
の
借
金
を
残
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
出
奔

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
よ
り
先
代
廣
田
龍
生
が
後
任
と
な

り
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
、
少
し
づ
つ
で
す
が
確
実
に
復
興
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
住
恵
生
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
高
野
山

仁
和
寺
で
の
八
年
間
の
学
業
修
行
を
終
え
帰
山
し
、
現
在
の
檀

信
徒
の
参
拝
事
情
に
即
応
で
き
る
よ
う
模
索
し
創
意
工
夫
し
な

が
ら
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

被
爆
・
終
戦
八
十
年
を
迎
え
て

《
只
今
募
集
中
》

◇
日
程　

十
一
月
十
八
日　

～

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
日　

二
泊
三
日

◇
定
員　

十
五
名

◇
会
費　

十
一
〇
，
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　

（
鑑
賞
席
Ｓ
席
代
金
を
含
む
）

◇
申
込　

九
月
三
十
日
ま
で
に
当
山
へ 

 

　
　
　
　
　

（
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※巡拝の順序や旅程は、道路事情、天候等により多少変更されます。

高
野
山
参
詣
と
金
剛
流
御
詠
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
演
鑑
賞
の
旅

巡　拝　日　程　表

広島駅新幹線口＝＝＝山陽道・中国道・阪和道

　　7：30

＝＝高野山〔奥の院・壇上伽藍〕＝＝無量光院

　　14：15　　　　　　　　　　　　　　　　　　17：00（泊）

11/19

（水）

11/20

（木）

11/18

（火）

宿坊＝＝＝＝＝近畿道・名神高速＝＝＝＝＝岡崎

8：40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12：00（昼食）

＝＝祇園甲部歌舞練場＝＝祇園＝＝＝＝聞法会館

   13：30( 公演鑑賞 )16：00　　17：30（夕食）　　　　20：00（泊）

宿坊＝＝＝＝仁和寺＝＝＝＝大覚寺＝＝＝＝

8：10　　　9：00 ～ 10：00　　10：30 ～ 12：00　

嵐山＝＝中国道・山陽道＝＝＝＝広島駅新幹線口

12：30（昼食）　　　　　　　　　　　       　19：00

　

御
詠
歌
と
は
、
仏
の
教
え
を
和

歌
に
し
て
節
を
つ
け
、
鈴
や
鉦
と

い
っ
た
仏
具
を
鳴
ら
し
唱
え
る
讃

仏
歌
で
す
。
こ
の
度
仁
和
寺
に
あ

る
御
詠
歌
講
「
御
室
金
剛
講
」
が

創
立
十
年
を
迎
え
て
記
念
公
演
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
が
京
都
祇
園
甲
部
歌
舞
練

場
と
い
う
事
で
、
御
詠
歌
の
み
な

ら
ず
（
人
間
国
宝
）
井
上
八
千
代

師
の
舞
や
京
舞
井
上
流
・
平
安
雅

楽
会
・
和
太
鼓
と
の
共
演
を
見
所

と
し
た
演
目
を
取
り
入
れ
た
唯
一

無
二
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

童
地
蔵
尊
奉
納
を
撮
影

『
苦
し
む
人
の
心
に
寄
添
う

　
　

大
仏
師
松
本
明
慶
と
宗
観
』

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
日
本
人
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
人
物
の
魅
力
に
深
く
迫
る

本
格
派
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で

松
本
明
慶
大
仏
師
と
宗
観
大
仏
師
の
姿
を
追
い
か

け
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
が
被
爆
八
十
年
に
相
当
す
る
こ
と
や
当
山

安
置
の
全
て
の
仏
像
造
立
や
修
復
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
明
慶
師
の
御
縁
で
白
羽
の
矢
が
立
ち
、

当
山
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

製
作
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
ジ
ャ
パ
ン
Ｊ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

で
全
世
界
へ
向
け
て
発
信
さ
れ
ま
す
。
従
い
ま
し

て
日
本
で
視
聴
す
る
為
に
は
左
の
方
法
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

童地蔵尊開眼法要

☆
今
年
は
東
照
宮

で
十
年
に
一
度
の

広
島
神
輿
行
列
が

十
一
月
九
日
に
時

代
絵
巻
さ
な
が
ら

に
催
さ
れ
ま
す
。

山
主
は
二
葉
山
々

麓
七
社
寺
会
を
代

表
し
て
僧
衣
で
参

加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
日

は
交
通
規
制
が
行

わ
れ
一
般
車
両
は

通
行
止
め
と
な
り

東
照
宮
と
饒
津
神

社
を
往
復
い
た
し

ま
す
。
ご
高
覧
く

だ
さ
い
。

☆
昨
年
に
も
増
し

て
異
常
な
暑
さ
が

続
い
て
お
り
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
3
.
n
h
k
.
o
r
.
j
p
/

n
h
k
w
o
r
l
d
/
e
n
/
s
h
o
w
s
/

f
r
o
n
t
r
u
n
n
e
r
s
/

こ
ち
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
入
力
い
た
だ
く
か
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
）
を
読
み
と
る
と

八
月
二
十
七
日
か
ら
一
年
間
、
ご
視
聴
い
た
だ
け

ま
す
。
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被
爆
前
の
当
山
平
面
図

昭
和
十
年
実
測

鎮
守
社
と
二
福
神
堂
を
移
設

　

本
堂
正
面
左
側
に
当
山
鎮
守
の
稲
荷
社
と
多
聞
天
・
弁
財
天
の
夫
婦
二

福
神
を
祀
る
小
堂
を
移
設
安
置
し
開
眼
供
養
を
執
行
し
ま
し
た
。

お
四
国
詣
り
ご
報
告

第
十
期
第
三
回
巡
拝

　

伊
予
・
讃
岐
之
国

　

大
師
堂
再
建
御
礼
参
り
の
旅
と
し

て
発
願
し
た
今
回
の
巡
拝
は
、
四
月

十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
四
泊
五
日

で
遍
路
を
行
い
ま
し
た
。
五
十
八
番

仙
遊
寺
は
全
山
一
面
に
自
生
し
て
い

る
三
葉
躑
躅
が
咲
き
誇
り
我
々
を
出

迎
え
て
く
れ
、
六
十
五
番
三
角
寺
で

は
珍
し
い
遅
咲
き
の
緑
の
桜
で
知
ら

れ
る
御
衣
黄
が
見
事
に
満
開
で
し

た
。
八
十
七
番
で
は
歩
き
遍
路
の
フ

ラ
ン
ス
人
夫
婦
が
足
が
限
界
で
バ
ス

乗
車
を
懇
願
さ
れ
和
や
か
な
う
ち
に

結
願
、全
員
元
気
に
帰
広
し
ま
し
た
。第８８番　大窪寺

①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑㉒
㉓

㉔

㉕㉖

①本堂　　　　　　⑰稲荷社

②裏堂　　　　　　⑱物置小屋

③不動堂　　　　　⑲八木新兵衛銅像

④大広間（客殿）　 ⑳鐘楼

⑤上段の間　　　　㉑表門

⑥貴賓室　　　　　㉒赤穂義士堂

⑦随行部屋　　　　㉓二重大手

⑧六角経蔵　　　　㉔仁王門

⑨玄関（事務所）　 ㉕茶処

⑩庫裡　　　　　　㉖藤棚

⑪湯殿・便所　　　㉗現在の境界線

⑫観音堂

⑬番人小屋

⑭倉庫

⑮庫裡

⑯茶室

二福神堂

鎮守社

多聞天・弁財天 稲荷大明神

㉗第６５番　三角寺にて第６０番　横峰寺

坪庭

心字池

くぐり門
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仁王門正面仁王門裏面

赤穂義士木像

桜が満開の境内

仁王門側面

本　　堂

復
興
の
歩
み

二葉幼稚園・保育園園舎落成頃

　　昭和３９年１１月末日

　　 本堂落成頃

昭和４９年１１月末日

開山四百五十年記念護摩堂落成頃

　　　平成６年１１月末日

二葉幼稚園創立５０周年記念

　　平成１０年１１月頃

平成２７年仁王門落成・令和５年大師堂落成を終えて


